
基
本
事
業

基本事業名 対象 意図 取り組み方針

1 町民
生涯学習への意欲や関心が高ま
る。

学習情報等を積極的に配信し、学びの楽しさや必要性を啓発し、住民の学習意欲の高揚を図りま
す。
生涯学習フェスティバルや講座等のさらなる充実に努めます。

2 学習機会の充実 町民 学びの機会を得られる。
多様な学習ニーズを捉えた講座や教室を企画・開催します。地域で眠る人材に指導者として活躍でき
る場を提供する等、地域に根ざした学びの事業展開に努めます。施設整備により環境面からの学習
機会創出に努めます。

3

4

学習意欲の高揚

１．施策の現状 ２．施策の課題
・生涯学習の拠点となる公民館施設は、老朽化が進んでおり、住民のニーズにあった施設運営ができ
ない状況にあります。
・令和6年度の稼働に向けて導入を進めている図書システムについて、効率的かつ有効な利用方法
とそれに伴う体制つくりを検討しています。
・人口減少に加え、コロナ禍による集団活動の抑制があり、文化協会加盟団体や各地区の育成会な
どの活動が制限されています。また、再開のための新しい生活様式による活動の検討が進まない影
響で、存続自体が厳しくなり、既に解散したり町団体への加盟を諦めている団体もあります。
・生涯学習のきっかけとなる公民館講座の開設が、コロナ禍の影響で困難になっています。
・カルチャーセンターは、コロナ禍で一般利用は激減していますが、指定管理者が感染対策を講じた
うえで、イベント開催を徐々に増やしています。

・当面の間は新型コロナウイルス感染症等の影響を避けられないため、感染対策を
考慮した上での生涯学習の推進方法を検討する必要があります。
・会議室の改装やエレベーターの設置により、利便性が向上した中央公民館の更な
る活用方法の検討が必要です。
・公民館施設は、住民のニーズにあった管理運営を検討していく必要があります。
・令和6年度までに町内全図書室の資料検索や予約などが可能になるため、利便
性向上のためのルールや体制作りなどが必要です。
・高齢化や人口減少に伴う既存団体の解散などが予想されます。
・子どもが少なくなり、今まで行われていた集団的な育成会活動等が実施しにくい状
況にあり、活動の機会が失われつつあります。

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・自己啓発につながる取り組みに積極的に関わり、生きがいとなるような活動を
行う。
・学ぶことの楽しさを広め、仲間作りを行うなど、普及啓発に取り組む。
・指導者となり、後進の育成に努める。

・住民の興味関心を把握し、学びのきっかけとなる取り組みやすい学習機会
情報を提供する。その方法としてインターネット等の活用を図る。
・生涯学習施設の計画的な整備や管理運営を行い、安全で利用しやすい
環境の提供に努める。
・生涯学習を行う団体や個人の支援を行う。

3．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化する？ ４．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・公民館施設は老朽化が進み、町の施策が決定していない方面のバリアフリー
化や感染予防対策が遅れている。
・文化協会関係団体は会員の高齢化と新規入会者の減少で活動が衰退してい
る。
・町民の学びに対する要求は、学校教育的なものから趣味・文化・スポーツ的な
ものまで、多様化している。また、コロナ禍で集団的な学びを警戒する傾向にあ
り、感染症などにも対応した学習方法や学習機会の提供が求められている。

・地域差のない生涯学習施設の整備（バリアフリー・トイレ洋式化・修繕等）
が望まれている。
・図書室資料の充実と利便性の向上。
・支所公民館や遊休施設の有効活用。
・既存不適格施設の改善が望まれている。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

・住民の興味関心を把握し、学びのきっかけとなる取り組みやすい学習機会情報を提供する。また、その方法としてインターネット等の活用を図る。

1 日施策マネジメントシート（2024年度の振り返り、総括） 作成日 2025 年 8 月

基本
目標

Ⅳ 豊かな心と文化を育むまち

・学びの拠点施設となる公民館やカルチャーセンターの整備や機能の充実を図り、住民が生涯にわたって学習活動を行う環境整備に努めます。

・生涯学習施設の計画的な整備や管理運営を行い、安全で利用しやすい環境の提供に努める。

・生涯学習を行う団体や個人の支援を行う。

・感染症対策に配慮した、公民館講座の開設。

・指定管理者との連絡協議を強化し、自主事業の振興、利用者の利便性の向上に努める。

基
本
事
業
の

考
え
方

課長 大塚　裕

担当係 生涯学習係

目的と
基本方針

町民が生涯を通じて自主的に学習する

・様々な媒体から学習情報等を積極的に発信して、学びの楽しさや必要性を啓発することで、住民の学習意欲の向上を目指します。

・講座やイベント等の参加者の要望を把握し、ニーズに合った学習機会を提供します。また、文化協会をはじめとする自主学習グループの活動を支援します。 

施策 19 生涯学習の推進 主管課

名称 生涯学習課

関係課



基
本
事
業
　
取
り
組
み
状
況
・
増
減
の
分
析
・
課
題
・
取
り
組
み

取り組み状況 目標に対する増減の要因分析 現状の課題 具体的な取り組み

1

生涯学習フェスティバルは社会
教育委員を中心に企画運営。
舞台3団体、体験教室12団体参
加。9月28日（土）午後、ｶﾙﾁｬｰ
ｾﾝﾀｰ、北部体育館。

参加者数は、各教室の内容を
重視し受け入れ人数を限定した
ため減少したが目標は大幅に
上回っている。動画視聴につい
ては、コロナ禍の対応のため撮
影なし。

目標は達成しているが、より多く
の住民の学習機会を設けること
により、学習意欲へつなげる必
要がある。多くの方に参加しても
らうため、内容の充実と周知方
法が課題。

生涯学習フェスティバルで行っていたスポー
ツ体験を別開催とすることにより、文化的な
体験等の内容を拡充していく。

2

生涯学習事業実行委員会（文
化協会役員）の協議に基づき、
みなかみ町アンサンブルコン
サート、星空観察会×2回、トー
ルペイント教室を実施。

アンサンブルコンサートで予定
よりも多くの経費がかかったこ
と、トールペイントは2回の予定
だったが講師の都合で1回しか
できなかった。そのため、1回分
減少した。

生涯学習講座は町民のニーズ
を的確にとらえて企画運営する
必要があるが、専門的な知識を
要する人材、体制が不十分であ
る。

文化協会役員を中心に構成する「みなかみ
町生涯学習事業実行委員会」の組織体制
等の見直しを行い、町民ニーズをとらえた企
画運営の充実を図る。

3

4

成
果
指
標

　
　
の
達
成
状
況

Ａ 未達成
成
果
指
標

　
　
増
減
の
要
因

Ａ

コロナの影響がほぼ払拭され、公民館等に集まる機会が増えた。ただし、カルチャー等での数百人規
模のイベントは社会全体の傾向として減少しつつあり、そのため目標値（コロナ以前の水準）にまで達し
ない。

Ｂ 未達成 Ｂ

大規模イベントが減少する一方、小規模の講座が好まれる傾向があると思われる。また、インターネット
環境の向上、大人数ではなく少人数・個人での活動が好まれる傾向にあり、結果、学習している人の割
合が増えたと思われる。

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

学習意欲の高揚

学習機会の充実
実績値

目標値

実績値

目標値

19 生涯学習の推進 主管課
名称

39.0 42.0 45.0

基本事業名 指標名 単位

1

Ｄ

生涯学習課

課長 大塚　裕

2

3
実績値

目標値

目標値

実績値

5

目標値

基
本
事
業
の
成
果
指
標

B

B

B

B
実績値

目標値

Ａ

区分

350/350 400/400

2027年度

4 5 6

450/450 500/500

0

2023年度 2024年度 2025年度

49 640/0 560/0

施策

Ａ
実績値

4

2021年度 2022年度 2026年度

目標値

Ａ 生涯学習講座・教室等の開設数 回
実績値 2 4

13 4 4

4

目標値 500 300/300
Ａ

生涯学習フェスティバル参加者数/
動画視聴数

人
実績値

目標値

Ｃ
目標値

％
実績値 - 30.4 27.2 33.0

目標値 19,600 20,000 20,000

目標値 - 33.0 36.0

20,000
人

実績値 7,914

2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8) 2027年度(R9)

20,000 20,000
施
策
の
成
果
指
標

成果指標名 単位 区分 2021年度(R3) 2022年度(R4)

11,622 9,312 14,465

Ｂ
心の豊かさや自他の向上のために講座などに参
加したり自分で学習したりしている人の割合

Ａ
公民館等利用者数　　※対象は町民
※カルチャーセンター含む※行政利用を除く

実績値

実績値



19．生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 19

事業
期間

会
計

1 款 10

令和 7

基本事業 01

コロナの影響で社会教育委員の活動も実施
が難しい状況だが、令和５年度は５回の会議
に対し、令和６年度は６回の会議を実施した。

293,080 円事務事業 000001 社会教育委員事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

事業
期間

会
計

1 款 10

6 20

学習意欲の高揚

施
策
体
系

施策 19

組織名 生涯学習

継続事業

事務事業 000002 婦人会活動支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 7 6 20

事業実績

会議回数

課 生涯学習 係
令和　５年度 令和　６年度 単位

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

社会教育委員個人々の意識が高く積極的に活動
が出来ている。

現在の社会教育委員は職務に対しての意識
が高いため、生涯学習フェスティバルの企画
運営にとどまらず、社会教育全般へ積極的に
委員が関われるようにしていく。

項 5 目 1

生涯学習の推進
町の社会教育環境を検討、向上を目的として活
動する社会教育委員の支援を行う。

単位

継続事業

5 6 回

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進
事業実績婦人の地位向上に努め、豊かな人間性を培い、

明るい町づくりに貢献することを目的に活動する
婦人会の支援を行う。

役員を中心に、広く新規会員を勧誘したが、
結果会員数は微増にとどまった。文化教養講
座を３回開催し、役員以外の参加も呼びかけ
た。

事業費 810,000 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 学習機会の充実 会員数

生涯学習 係

人

令和 7 6 20

項 5 目 1 82 88
事業
期間

会
計

1 款 10

仕事をしている会員が多く、婦人会活動ができな
いので会をやめてしまう人が増えている。また、
新規入会者も少ないため、高齢化も進んでいる。
コロナ禍のため、参加者が役員に限られてしまっ
ている。

自己啓発と社会貢献を目指しながら、会員の
興味の持てる事業展開を計画していく。

令和　５年度 令和　６年度

事務事業 000006 利根沼田文化会館運営費負担事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 41,883,000

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係
単位

課 生涯学習

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進
事業実績

利根沼田地域の福祉の増進と文化の発展に寄与
するため利根沼田広域市町村圏進行整備組合で
設置した文化会館の維持管理に要する費用を圏
域市町村で負担するもの。

なし

円

人42814 42627

令和　５年度 令和　６年度

令和 7 6 20

項 5 目 1
事業
期間

会
計

1 款 10

課題なし なし

継続事業

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績

文化・社会教育の振興を図るため活動団体を支
援する。
　○文化振興事業
　○文化協会事業
　○若山牧水みなかみ紀行短歌大会事業
　○国際交流協会事業
　○生涯学習フェスティバル事業

社会教育委員の協力を得ながら生涯学習
フェスティバルをコロナ前の方法で開催した。
また、文化祭もコロナ以前の状態に戻した。

円事務事業 000004 文化振興事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 4,896,750

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

交付件数

係

件項 5 目 1 1 4

様々な社会教育団体があるが、専門で事務を行
う社会教育主事、公民館主事等の専門家が不
在。

補助金の交付だけではきめこまかな文化振
興の推進につながりにくい。専門家はいない
が、担当職員が様々な生涯学習団体の中に
入り込み、事業実施の手助けをする必要があ
る。

令和　５年度 令和　６年度

生涯学習の推進



19．生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

令和 7 6 20

施
策
体
系

02 学習機会の充実

項 5
事業
期間

会
計

1 款

課

継続事業

19 生涯学習の推進

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

項 5 目 1

事務事業 000005 生涯学習講座事業

基本事業

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

令和 7 6 20

事業
期間

会
計

1 款

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績子どもたちの「科学する心」を育むとともに、青少
年の学校外活動の充実を図るため、科学実験・
科学工作・野外観察などの体験活動を実施する。

令和６年度は、１回開催した。

円事務事業 000003 おもしろ科学教室事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 11,000

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

実施回数

係

施策

回

令和 7 6 20

項 5 目 1 1 1
事業
期間

会
計

1 款 10

特に問題なく良い活動ができているので、引き続
きこの状態を維持していきたい。

今後も年１回は実施する。
令和　５年度 令和　６年度

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績２０歳という人生の節目を町全体で祝福するととも
に、大人の一員であることへの自覚をより一層高
めることを目標に「二十歳の集い」を開催する。

対面形式での実行委員会では、特に学生は
時間を合わせるのが難しく、結果、実行委員
を引き受けずらいという難点があった。それに
対して、リモートで実行委員会を行うことをア
ピールして実行委員を引き受けやすくした。

円事務事業 000002 二十歳の集い事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 751,266

基本事業 01 学習意欲の高揚
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

参加者数・新成人数

係

施
策
体
系

人

令和 7 6 20

項 5 目 1 120･147 110・141
事業
期間

会
計

1 款 10

「二十歳の集い」に式典の名称を変更したため、
運営方式を実行委員会形式に変更した。対象者
に成人としての自覚を促し式典を自主的に企画
運営してもらうため。しかし、実行委員が予想以
上に集まらないため募集方法など検討が必要。

回覧板などで募集したとしても町外に出てし
まった対象者には届かないのでＳＮＳ等有効
活用し、実行委員の募集を行っていく。

令和　５年度 令和　６年度

課 生涯学習

継続事業

事業実績
奄美市の児童とみなかみ町の児童が、夏・冬相
互に各々の土地を訪れ、風土の違いを肌で実感
しながら交流を図ることで、青少年の健全育成を
図る。

職員や過去に参加したことのある人にお願い
をし、友だちを誘ってもらった。友達同士で参
加をしてくれた。

円事務事業 000001 奄美大島青少年交流事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,521,376

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

応募者数･参加者の数

係

人10 26･16  16･14

令和６年度は募集者数が定員に達しなかった。ま
た、参加児童の男女の比率、参加人数の調整が
難しくなってきている。

児童数が減少する中、募集人員数や参加学
年の見直しが必要である。

令和　５年度 令和　６年度

事業実績住民のニーズに合わせて、あるいは社会情勢や
町政、生涯学習分野の動向をふまえ、広く町民を
対象に生涯学習講座を開催する。

講座開催には町民のニーズや講師情報が必要で、
本来、社会教育主事が中心になって調査研究を行
うが、生涯学習課には現状、社会教育主事はいな
い。それを補うため社会教育委員をはじめ各社会教
育関係団体から情報を得て業務を実施したほか、
文化協会役員を中心とする生涯学習事業実行委員
会に講座の企画立案に携わっていただいた。

円
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 0

単位

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
講座回数・出席者数（延べ）

係

目 1

単位
生涯学習

人5･123 4・28910

生涯学習課には社会教育主事がいないため生涯
学習事業を専門的に推進する人材が不足してい
る。

生涯学習事業実行委員会の構成員を文化協
会役員以外も含めるようにして、様々なニー
ズに実際的に応えられるようにしたい。

令和　５年度 令和　６年度
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年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

生涯学習

令和 7 6 20

人6044 6590

生涯学習の推進

000007 中央公民館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 5,821,693

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

公民館利用者数

係組織名
単位

課 施設管理
令和　５年度 令和　６年度

事業実績
中央公民館の管理運営を行い、社会教育の推進
をはかる。社会教育委員を含めた町内の様々な
社会教育団体の事務局が置かれ、それぞれの事
務を行う。

利用申請のデジタル化を行い、利用者が申請
のために来館する手間を省くことができてい
る。また、利用者登録により、利用者情報の
台帳化も進んでいる。

円事務事業

令和 7 6 20

項 5 目 2
事業
期間

会
計

1 款 10

利用者にとって、利用のしやすい施設にしていく。
デジタル化による利用申請の周知や、備品の
更新を進めていく。

継続事業

事務事業 000008 水上公民館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 3,680,029

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

公民館利用者数

係組織名 生涯学習
令和　６年度 単位

課 施設管理

施
策
体
系

施策 19

継続事業

事業実績
水上公民館の管理運営を行い、社会教育の推進
をはかる。

廊下のビニールシートの張り替え修繕を実施
した。

円

生涯学習

人

令和 7 6 20

項 5 目 2 6406 5811
事業
期間

会
計

1 款 10

老朽化が著しい中、最低限の修繕で対応してい
るが、施設の全てを適正に管理できる状況にな
い。

湯原地区整備計画の早期策定が必要であ
る。

令和　５年度

単位
課 施設管理

継続事業

事業実績水上中部コミュニティセンターの管理運営を行い、
社会教育の推進を図る。 なし

円事務事業 000010 水上中部コミュニティセンター管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 272,480

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数

係組織名

人

令和 7 6 20

項 5 目 3  89 80
事業
期間

会
計

1 款 10

緊急避難場所になっているため、施設の老朽化
に注意が必要である。

施設の適正な管理運営を心がける。
令和　５年度 令和　６年度

生涯学習の推進
事業実績ホール・大小会議室・和室・児童図書室の環境を

整備し、生涯学習の推進及び芸術文化活動の振
興に取り組む。

既存不適格部分・違法建築物の改修工事に
必要な設計図書を作成した。

円事務事業 000009 カルチャーセンター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 46,023,200

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設の利用者数
・施設の利用回数
（全施設利用団体の累計）

係組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 19

人・回項 5 目 3  15929 20253
事業
期間

会
計

1 款 10

令和３年度策定の施設改修基本計画における既
存不適格部分・違法建築物の早期是正。

令和７年度早期に改修工事を発注し、年内完
成を図る。

令和　５年度 令和　６年度 単位
課 施設管理

継続事業
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組織名 生涯学習

事務事業 000011 図書室運営事業

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

令和　６年度 単位
課 生涯学習

20

① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費 4,467,106

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

図書室利用者数

係

令和 7 6

継続事業

事業実績資料の購入・貸出・整理・保管・調査相談等の業
務を行い、読書推進及び生涯学習活動の円滑化
を図る。

新治公民館図書室に貸し出しシステムを導入
したことにより町内のすべての図書室へシス
テムが導入された。このことにより利用者の
利便性が向上したことに加えて、４室相互の
図書の在庫調べや利用者本人による予約が
簡単にできるようになった。

円

人項 5 目 5 8775 8,489
事業
期間

会
計

1 款 10

図書の充実を図るため、アナログ的なカードへの
手書きによる図書の貸し出し方法から、バーコー
ドによるデジタル的な貸し出し方法に変更してい
く。

新しい貸し出しシステムの周知が町民全体に
いきわたっていない。また、高齢者を中心に
利用方法が難しいという町民が比較的多くい
る。今後はシステムを広報に努める。

令和　５年度


